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研究分野：心理学 
科研費の分科・細目：臨床心理学 
キーワード：マインドフルネス，集団認知行動療法，慢性疼痛 
 
１．研究計画の概要 
 近年認知行動療法において注目される，マ
インドフルネストレーニングを取り入れた
慢性疼痛患者のための集団認知行動療法プ
ログラムを作成し，その効果と効果のメカニ
ズムを実証的に検討することを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 過去 3 年間の研究により，効果のメカニズ
ムに関する研究が 4 つ行われ，これらの成果
に基づき，介入プログラムを開発し，外来慢
性疼痛患者に対する 6週間プログラムを適用
した介入研究を行った。 
 
３．現在までの達成度 
 残っているのは，メカニズムに関する研究
2 つと介入研究のフォローアップデータの収
集であり，全体の 8割は達成されたといえる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 残り 1 年で，実験研究を終え，成果の発表
を積極的に行っていきたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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